
 従って私は「総合科学」としての地学の授業を、高校において（小中においても）基本的な必

修科目として位置づけ、一番始めに学習し、それに関連する各分野（物理、化学、生物）の授業

を位置づけことが必要であ

ると考える。これにより、

なぜ科学を勉強するのかの

意義を理解し、学習意欲を

増加させると共に、実生活

での科学の必要性を理解さ

せるのに重要で有る。 

 そのため、高校科学の学

習要綱を再編成し、図３ 

の様な形で再編成すべきと

考える。        

           図

３：地学を中心とした高校科学の再編案 

 天文はその中でも一番最初に教えるべき。～夢と希望を与える。科学の進歩を感じられる。 

 

改善策として、次のような方法を提案する。 

 １．まず、地学を必修科目として開講すること。（地学教員の増員） 

 ２．地学の中で、天文を最初に持ってくること。（最も古く、最も新しい学問） 

 ３．地学は総合科学であるという認識を広める。（小中高校教員・生徒・大学教員にも） 

 

６．まとめ 

 高校で、地学、特に天文分野に触れている学校は３０％しかなく、内容は天文に関心を持たせ

るものとなって居ないことが分かった。地学、特に天文学は総合科学として、受験と切り離し理

科教育の中枢を担う物として、再編すべきであると考える。 
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天文普及の調査 WG の発足 
Report of Astronomical spread research working group 

天文普及の調査 WG 代表 飯塚 礼子（明星大学） 
 Summary 

Report of Astronomical spread research WG conducted a questionnaire survey at the 2019 
annual meeting. The questionnaire is being compiled and the results will be reported at a 
later date. Here, I will describe what is a dissemination activity. 
 
１．はじめに 
天文普及の調査 WG は 2018 年 9 月に承認をいただき、現在メンバー８名で天文普及の調査を

行うために、準備をしている。第一弾として調査対象を２０１９年日本天文教育普及研究会年会

出席者にてアンケート調査を行なった。アンケートの項目は図１に示すとおりで、現在集計中で

あり、結果は後日報告させていただく。さて、普及活動とは何かとの問いに参考になる事項とし

て、年会にて発表を行ったので、その報告をここでは述べる。 
 

２．分野別天文教育・普及活動 
当会において天文教育・普及活動は、それぞれの会員の立ち位置や会員が登録している分野に

でもわかれる。その対象者も活動を行う者によって変わる。既に承知していることであろうが、

ここに改めて記載する。 
表１ 分野別天文教育・普及活動 

分野別 教育・普及者 
の立場 

教育・普及 
の対象者 

教育・普及場所 教育 or 普及 
目的 

一般分野 ・天文愛好家 
・天文好き 
・天文ボランティア 

・一般の方 
・地域の住民や
子ども 

・地域の観望会施
設 
・地域の学校 
・その他色々 

・普及の面が大
きい 

学校教育 ・教員・教師 ・児童・生徒・ 
学生 

学校 ・教育面が大き
い 

社会教育 
施設 

・科学館、博物館、 
プラネタリウム館、 
公開天文台 
等の従事者 

・一般来館者 
・学校の授業と
して来館する子
どもたち 

それぞれの施設 
出張観望会 

・普及と教育の
両方 

３．専門分野としての普及活動 
普及活動を行う専門家として、農林水産省では普及

指導員（国家資格）、応急手当普及員（公的資格）、将棋

普及指導員（公益社団法人 日本将棋連盟）があること

が解かった。天文においては、星のソムリエ（星空案内

人資格認定制度）、天文宇宙検定、星空宇宙天文検定（星

検）がある。普及活動を行っている方々のモチベーショ

ンは何なのか、そもそも天文普及は必要なのかとの自

己の疑問を含めて、当 WG として更に調査を続けて行

く。 
図１ 年会でのアンケート用紙 
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若手会員獲得に向けた「天文・天体物理若手 夏の学校」での広報活動 

〜全国選出代議員としての活動報告〜 
津村耕司（東京都市大学） 

 

PR activity at “Summer School of Young Society in Astronomy and Astrophysics”  
for acquisition of young members 

~An activity report as a JSEPA nationwide representative~ 
Kohji Tsumura (Tokyo City University) 

Abstract 
I introduce my PR activity at the “Summer School of Young Society in Astronomy and 

Astrophysics” for acquisition of young member in August 1st 2019 as an activity by a 
JSEPA nationwide representative.  

 

1．全国選出代議員としての若手会員獲得のための活動 

津村は日本天文教育普及研究会の全国代議員としての活動目標として「若手会員の獲得」を掲

げている。そのための具体的な活動として、「天文・天体物理若手の会 夏の学校」に対して継続

的な資金援助を行うことで、若手に対しての知名度向上を提案し、それを実行したので報告する。 
 

2．「天文・天体物理若手の会 夏の学校」について 

「天文学・宇宙物理若手の会」とは、天文学を学ぶ全国の大学院生が所属する団体であり、天

文業界の若手を代表する機関と認識されている。若手の会は毎年夏に「夏の学校」を開催してお

り、全国から 300 名以上の大学院生が集う。今年は 49 回目であり、7/30-8/2 の期間にロワジー

ルホテル豊橋にて開催された。 
 

3．行った広報活動 

まず「夏の学校」への資金援助として、本会の予算から 10 万円を援助した。額の根拠は、他

の支援団体(光学赤外線天文連絡会)の支援額を参考にした。この金額が適切かどうかはこれから

の議論が必要であるが、こういう支援は継続性が重要であると考えるため、数年間継続した上で、

若手会員獲得に対する費用対効果を検討して、継続するかを決めるのが良いと考える。 
資金援助の見返りとして、夏の学校で本会の広報活動を実施した。具体的には (1) 参加者全

員の前で津村が天文教育・アウトリーチに関する講演を実施、(2) 会場で『天文教育』『天文教

育研究会集録集』を自由閲覧(希望者は持ち帰り可)、 (3) 本研究会のチラシを配布、である。(1)
については、本会の宣伝に加え、若手がアウトリーチを行うことの意義について講演した。(2)
については、持ち込んだ冊子の多くは学生に持ち帰られ、特に集録の方が人気であった。 

 

  
図「夏の学校」のポスター会場の様子(左)と広報活動を行った会場の様子(右) 
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